富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金交付要綱

（趣旨）

第１条　この要綱は、一般家庭における生ごみの自家処理を推進し、ごみの減量化を図るため、富山市補助金等交付規則（平成１７年富山市規則第３６号。以下「規則」という。）第２４条の規定に基づき、富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金（以下「補助金」という。）の交付に関し、必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条　この要綱における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。

（１）ディスポーザー　生ごみを細かく砕いて、台所から専用管を用いて排水する設備をいう。

（２）ディスポーザー排水処理システム　共同住宅又は一戸建て住宅に設置する、ディスポーザーに排水処理槽を付加したもので、砕いた生ごみを生物処理した排水のみを流すシステムをいう。
（３）共同住宅　共同住宅及び長屋（売却を目的とする分譲型、第三者に賃貸することを目的とした賃貸型、自ら居住するために、区分所有する共同建設型のいずれの場合も含む）をいう。

（補助対象設備）

第３条　補助金の交付対象とする設備は、旧建設大臣が認定したもの、又は社団法人日本下水道協会が作成した「下水道のためのディスポーザ排水処理システム性能基準（案）」に適合したものであって、富山市下水道条例（平成１７年富山市条例第２９８号）第４条第１項に規定する確認を受けたもの又は富山市地域し尿処理施設に関する条例（平成１７年富山市条例第１８２号）第４条第２項に規定する確認を受けたもの若しくは富山市農業集落汚水処理施設条例（平成１７年富山市条例第２０１号）第４条第２項に規定する確認を受けたものであること。ただし、富山市まちなか住宅ディスポーザー排水処理システム整備支援事業補助金を受けたものを除くものとする。
（補助金の額）

第４条　補助金の額は、ディスポーザー排水処理システムを設置する住戸数に２万円を乗じた額で、予算の範囲内の額とする。ただし、当該申請１件につき１００万円を限度とする。

（交付申請等）

第５条　市内の共同住宅又は一戸建て住宅に生ごみ処理ディスポーザー排水処理システムを設置し、規則第４条第１項の規定により、補助金を受けようとする者（以下、「補助対象者」という。）は、設置が完了した日から６月以内に、富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金交付申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。

２　前項の申請書に添付する図書は、別表第１に掲げるものとする。

３　第１項の規定にかかわらず、次に掲げる者は、同項の申請をすることができない。

（１）市税を滞納している者。

（２）その他、補助金の交付をすることが不適当であると市長が認める者。
（交付決定等）

第６条　市長は、前条の規定による補助金の交付の申請があったときは、当該申請に係る書類等の審査及び必要に応じて行う現地調査等により、補助金を交付すべきものと認めたときは、補助金の交付を決定し、及びその額を確定するものとする。この場合において、当該補助対象者に文書を交付して通知するものとする。

２　規則第１９条の規定により、規則第５条の交付の決定及び規則第１３条の額の確定の手続きを併合するものとする。
３　前項の規定により併合した規則第５条及び規則第１３条の通知は、富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金交付決定通知書兼額確定通知書（様式第２号）により行うものとする。

（補助金の交付）

第７条　市長は、前条に規定する通知の後、補助対象者から提出される富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金請求書（様式第３号）に基づき、当該補助対象者に対し補助金を交付するものとする。

（交付決定の取消し等）

第８条　市長は、補助対象者が、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補助金の交付を取り消し、又は変更することができる。
（１）この要綱に付した条件に違反したとき。
（２）提出書類等において、虚偽の事項を記載し、または補助金の交付に関して不正の行為があったとき。
（３）前２号に掲げるもののほか、市長が不適当と認めたとき。

２　市長は、前項の規定により補助金等の交付の決定を取り消し、又は変更したときは、当該補助対象者に文書を交付して通知するものとする。

（補助金等の返還）

第９条　市長は、前条の規定により補助金等の交付の決定を取り消し又は変更した場合において、既に補助金が交付されているときは、当該補助対象者に対し、期限を定めてその返還を文書を交付して求めるものとする。

（雑則）

第１０条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

　附則　この要綱は、平成１９年１月４日から施行する。

　附則　この要綱は、平成２２年１月１日から施行する。
附則　この要綱は、令和３年４月１日から施行する。
別表第１　申請に必要となる書類等

	提出書類等
	特に記載を必要とする内容

	ディスポーザー排水処理システムの設置に関するもの
	設置場所位置図（設置されたディスポーザーの個数がわかる図面）

	「ディスポーザー排水処理システムの届出」の写し
	富山市下水道条例第４条第１項、又は富山市地域し尿処理施設に関する条例第４条第２項、若しくは富山市農業集落汚水処理施設条例第４条第２項で規定する確認を受けたことを証明するもの

	完成写真
	ディスポーザー排水処理システムの完成写真

	納税証明書
	市が発行する、申請者の納税証明書（未納がないことを証明するもの）


様式第１号（第５条関係）

富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理
システム設置補助金交付申請書
令和　　年　　月　　日

（あて先）富 山 市 長

　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　       　
　富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金の交付を受けたいので、富山市補助金等交付規則第４条第１項の規定により、次のとおり申請します。

記

１　交付申請額　　　　　　　　　　円

２　設置場所　　富山市

３　添付書類　　別紙のとおり

様式第２号（第６条関係）

富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム
設置補助金交付決定通知書兼額確定通知書
第　　　　　　　　　号

令和　　年　　月　　日

（申請者）　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山市長　　　　　　　　　印

　令和　　年　　月　　日付けで申請のありました富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金については、富山市補助金等交付規則第５条第１項の規定により、次のとおり交付決定し、併せて同規則第１３条の規定により補助金額を確定しましたので通知します。

記

１　交付決定額　　　金　　　　　　　　円

２　確定額　　　　　金　　　　　　　　円

様式第３号（第７条関係）

富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理
システム設置補助金請求書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
（あて先）富山市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　
eq \o\ad(\d\fo"請求金額　　"(),請求金額)　　　　　　　　　円
　　　件名及び内訳
　　　　　富山市生ごみ処理ディスポーザー排水処理システム設置補助金
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　上記の金額を請求します。

　　　　　　　なお、次の口座に振込願います。
	金融機関
	　　　　　銀行・信用金庫
　　　　　信用組合・農協　　　　　 　店
　　　　　その他（　　 　）

	預金種目
	普通・当座・（　　　　   　　 ）

	口座番号
	
	
	
	
	
	
	

	フリガナ
	

	口座名義
	


	受　　理　　印

	


　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
